
ポイント

※この事例集は「平成２７年度 雪処理の担い手の確保・育成のための克雪体制支援調査業務」に取り組まれた１０地域の活動を紹介したものです。

平成２８年３月

国土交通省 国土政策局 地方振興課

安心安全な克雪体制づくり 取組事例集



取組事例の種類

体制づくり

安全対策

除雪活動

○住民による除雪ボランティア体制を強化したい！

○除雪ボランティアセンターの体制を強化したい！

○大学生の除雪ボランティア体制を作りたい！

○民間企業の除雪ボランティアを普及させたい！

○自治体主導で共助除雪体制を作りたい！

○命綱、アンカーを普及させたい！

○安全講習会を開催したい！

○住民や除雪ボランティア団体の
除雪スキルを高めたい！

○一斉除雪がしたい！

○広域から除雪ボランティアを受け入れたい！

○子供達の通学路の除雪をしたい！

事例⑨

事例⑤

事例④

事例①

事例⑦

事例⑩

事例②

事例⑨ 事例⑩

事例② 事例⑥

事例⑥ 事例⑨

事例⑧ ！

「体制づくり」、「除雪活動」、
「安全対策」の取組を紹介
しています。

○住民による除雪ボランティアの除雪活動を効果的に行いたい！ 事例③



取組地域の分布

事例① 道内企業ＣＳＲ 事例② かみふらのスノーバスターズ

事例③ 上の山まごころ除雪隊

事例④ 川前ＳＳＢ

事例⑤ 米沢市除雪ボランティアセンター

事例⑥ 日向ささえあい除雪ボランティア

事例⑦ 雪対策座談会

事例⑧ 通学路・スノーパトロール

事例⑨ 上州雪かき道場

事例⑩ 越後雪かき道場®

事例① 事例②

事例⑥

事例⑦

事例⑩

事例⑨

事例⑧

事例⑤

事例④

事例③

！
北海道から新潟県
までの１０の取組を
紹介しています。



＜掲載事例＞

ＮＯ 活動地域 事例名 ポイント

事例① 北海道三笠市他 道内企業ＣＳＲ除雪
・民間企業の営業所スタッフが除雪ボランティアに参加することの社会実験

・スタッフ向けの研修プログラムを開発し、普及に向けたシンポジウムの開催、マ
ニュアルの作成

事例② 北海道上富良野町 かみふらのスノーバスターズ
・平成５年から自衛隊員がはじめた高齢世帯向け除雪ボランティア活動。今は
500名以上の参加者が集うビックイベントに発展

・今冬からボランティアの安全対策を重視。雪下ろし安全の実技研修会を初開催

事例③ 岩手県滝沢市 上の山まごころ除雪隊
・自治会の除雪ボランティア組織。大型除雪機を使って生活道路の除排雪を実施

・今冬は降雪直後に出動するルールに改定。凹凸のない路面水準を確保。また
高齢者の転倒防止にも貢献

事例④ 岩手県滝沢市 川前ＳＳＢ（Students Snow Busters）

・全員大学生のボランティア組織。大学周辺自治会等に対して除雪サービスを提
供

・今冬は除雪用具充実、迅速な出動体制づくり、自治会との交流強化に取り組む

事例⑤ 山形県米沢市 米沢市除雪ボランティアセンター ・除雪ボランティアセンター設立２年目の挑戦

・センター開所式、リーダー研修会、共通ジャンパー等でセンターの取組を周知

事例⑥ 山形県酒田市 日向ささえあい除雪ボランティア
・少雪地域のボランティアが、多雪地域の高齢世帯の除雪を担う広域交流の取組

・今冬は2回開催。いずれも100名以上が参加。除雪活動後は地元住民とボラン
ティアとの交流会を開催

事例⑦ 福島県西会津町 雪対策座談会
・住民座談会やアンケート調査で地区別の除雪問題を把握。その結果を踏まえて
「雪対策基本計画」の策定に着手

・座談会で出された住民要望に対応するため、今冬「雪処理支援隊」を設置

事例⑧ 福島県会津坂下町 通学路・スノーパトロール
・ＰＴＡ、青年会議所、自治会等で実行委員会を組織。冬の通学路を定期的に点
検

・今冬は全ての通学バス停にボランティア用のスコップを配備。全町的なボラン
ティア意識の浸透を図る

事例⑨ 群馬県片品村 上州雪かき道場
・村の除雪ボランティア組織「片品スノーバスターズ」を受け皿として「雪かき道
場」を北関東で初開催。参加者への雪かき技術を伝承

・主催者から運営ノウハウの提供を受け、次年度以降の自立化を目指す

事例⑩ 新潟県他 越後雪かき道場®
・１０年間の活動で蓄積された除雪救援・除雪安全のノウハウを全国に還元

・除雪リーダーの養成、“暖簾分け”による後進地域の育成、命綱取りつけアン
カーの普及等

事例①

事例②

事例③

事例④

事例⑤

事例⑥

事例⑦

事例⑧

事例⑨

事例⑩



ポイント

道内企業ＣＳＲ除雪 事例①

・民間企業の営業所スタッフが除雪ボランティアに参加することの社会実験

・スタッフ向けの研修プログラムを開発し、普及のためのシンポジウムの開催やマ
ニュアルを作成

北海道
三笠市他

一般社団法人 北海道開発技術センター
〔活動地域：三笠市、札幌市〕

北海道三笠市 人 口：9,080人（増減率：-11.2％）
世帯数：4,225世帯（増減率：-11.5％）

※平成27年国勢調査（速報値）、増減率＝（Ｈ27の値－Ｈ22の値）÷Ｈ22の値

三笠市では過疎化・高齢化により、雪処理の担い手確保が課題であることから、自治体を

跨いだ広域的な除雪ボランティアを積極的に受け入れたいと考えていた。

北海道コカ・コーラボトリング（株）は、地域の安全安心を支援する取組の１つとして、三笠

市にて平成24年冬の豪雪時に除雪ボランティア活動を実施。交流のある道内複数の企業

にも声をかけ、複数社による除雪ボランティア活動を継続している。

これらの知見を道内企業の各営業所の従業員に広げることで、全道をカバーする除雪ボ

ランティア支援ネットワークの構築を目指している。

実施主体

自治体

きっかけ

企業（本社・支社・営業所等）、自治体等からなる検討会を設置し、企業のストックを活用し

た除雪支援体制の構築に関する検討を行うとともに、取組普及のためCSRシンポジウムを

開催し、さらなる知見の深化と情報発信・PRを行った。

除雪ボランティア・コーディネーター及びリーダーの養成講座（座学と実技・地域除雪活動）

を開催し、除雪ボランティア受入・調整のノウハウをまとめたマニュアルを作成した。

取組内容

企業の従業員に対して、ボランティアコーディネートを学ぶ仕組みが整い、企業CSRとして、

また従業員の研修として、除雪ボランティア活動を実施・拡大する基盤ができた。

主な成果

リーダー養成
コーディネータ養成

企業支店・営業所
北海道コカ・コーラボトリング

株式会社岩見沢事業所

事務局
（一社）北海道開発

技術センター

受入自治体
三笠市

受入主体
三笠市

社会福祉協議会

企業本社
北海道コカ・コーラボト
リング株式会社本社

運営上の調整

現地
調整

運営上の調整

共同
企画

・ 支店・ 営業
所での除雪ボ
ラ ンティ ア活
動の体制・ 仕
組み検討

・ 民間企業と 連携し た
除雪ボラ ンティ ア活動の
体制・ システムの検討

事業の実施体制

・ コ ーディ ネート のノ ウハウの整理
・ ボラ ンティ アコ ーディ ネータ の養成
・ 関係機関の調整・ 成果と り まと め

・ 除雪対象世帯の調整

実施体制 ＣＳＲシンポジウム案内

作成したマニュアル 除雪ボランティア・コーディネーター養成講座



ポイント

かみふらのスノーバスターズ 事例②

・平成５年から自衛隊員がはじめた高齢世帯向け除雪ボランティア活動。今は500
名以上の参加者が集うビックイベントに発展

・今冬からボランティアの安全対策を重視。雪下ろし安全の実技研修会を初開催

北海道
上富良野町

上富良野町社会福祉協議会 ボランティアセンター
〔活動地域：上富良野町〕

北海道上富良野町 人 口：10,814人（増減率：-6.3％）
世帯数：4,363世帯（増減率：-1.2％）

※平成27年国勢調査（速報値）、増減率＝（Ｈ27の値－Ｈ22の値）÷Ｈ22の値

上富良野町では、自衛隊員ボランティア組織「曹友会」が中心となって平成5年から高齢世

帯向けの除雪ボランティア活動が始まり、参加団体が増えながら現在に至っている。

平成26年度には16団体、約500名のボランティアによって実施されるまで拡大し、人員増

加に伴う除雪用具や安全資材の不足が課題となっていた。

実施主体

自治体

きっかけ

保安帽、シットハーネス、ザイル、脚立、スノーダンプ、スコップなどの除雪機材を整備し、

大人数での一斉活動を安全かつ効率的に進める体制を整えた。

リーダーを対象に、雪下ろしの危険性、事故発生の状況、安全対策等を学ぶ研修会を初

開催し、安全帯の実技指導等を行った。

さらに研修会後、２団体が安全帯と命綱の普及講習を実施した。

地域の除排雪活動を実施し、合計76世帯を対象に延べ589名（一斉除雪日は対象65世

帯・374名、一斉除雪日以外は対象11世帯・215名）が参加した。

取組内容

除雪作業の安全確保に役立つ機材が充実し、活動を強化・拡大に弾みがついた。

研修会を通して、関係者間の安全な雪下ろしへの学習意欲が向上するなど、「安全」に対

する意識が向上した。

主な成果

穴あきスコップ

安全対策研修会

シットハーネスとザイル

整備した除雪機材（一例）

安全帽

地域の除雪活動



ポイント

上の山まごころ除雪隊 事例③

・自治会の除雪ボランティア組織。大型除雪機を使って生活道路の除排雪を実施
・今冬は降雪直後に出動するルールに改定。凹凸のない路面水準を確保。また高齢
者の転倒防止にも貢献

岩手県
滝沢市

岩手県滝沢市上の山自治会
〔活動地域：上山団地〕

岩手県滝沢市 人 口：55,487人（増減率：3.0％）
世帯数：20,778世帯（増減率：7.1％）

※平成27年国勢調査（速報値）、増減率＝（Ｈ27の値－Ｈ22の値）÷Ｈ22の値

実施主体

自治体

上の山団地は昭和50年代に開発された総区画247の大規模団地。入居当時30～40代が

中心であったが現在は市内でも最も高齢化率（39%)の高い自治会となっている。

 「除雪車により家前に寄せられた残雪の処理が大変」という地域課題に対して、平成26年

度、上の山まごころ除雪隊を結成。自治会自らが除排雪を行う体制づくりに着手し、残雪

のない団地の実現を目指した。

きっかけ

 28名（オペレーター8名、ダンプ運転・警護20名）で毎日の除雪担当分担（午前班、午後班）

を確立し、重機を活用した除雪作業を実施した。

昨年は週一回の活動としていたが、昨年の経験から降雪当日の日中に残雪を除去するこ

とが効果的であるとわかり、今年は初期除雪を徹底して効果を上げた。

重機の出動と併せて、地域住民もスコップ等で一緒に除排雪活動を行った。少雪であった

が、総計で14日間、延べ98人が計67時間の除排雪活動を行った。

取組内容

 「初期除雪による路上の圧雪・凍結の防止」という目的が、次第に住民から理解されるよう

になり、近隣住民同士が側溝上に雪寄せをし合うなどの協力関係が広がった。

除雪ローダーの増加、隊員の増加、除雪業者との連携等により、圧雪・凍結のない生活道

路の確保を実現し、これまでになく高い住民の満足感を共有できた。

主な成果

住民一体の除排雪活動

レンタルした除雪車両 自治会ニュースかみのやま



ポイント

川前SSB（Students Snow Busters） 事例④

・全員大学生のボランティア組織。大学周辺自治会等に対して除雪サービスを提供

・今冬は除雪用具充実、迅速な出動体制づくり、自治会との交流強化に取り組む

岩手県
滝沢市

岩手県立大学 学生ボランティアセンター
〔活動地域：滝沢市川前地区〕

岩手県滝沢市 人 口：55,487人（増減率：3.0％）
世帯数：20,778世帯（増減率：7.1％）

※平成27年国勢調査（速報値）、増減率＝（Ｈ27の値－Ｈ22の値）÷Ｈ22の値

実施主体

自治体

除雪用具（アルミ製スコップ10本、スノーダンプ5台、手袋20組、長靴15足）を整備し、上下

組防寒スーツ20着（プロジェクト名をプリント加工）を制作した。

これまで依頼を受けてから参加メンバーを集めていたが、事前登録により事前にシフトを

組むことで依頼を受けてすぐに出動できる体制を整備した。

川前自治会とも交流を持ち、地区内へ活動を周知するチラシの配布や、川前自治会、周

辺中学校、スノーバスターズ共同で地区の歩道除雪の企画を行った。

取組内容

除雪用具が充実し、より多くの学生が気軽に活動に参加できるようになった。

降雪前から参加学生を広く募集し、事前登録を充実させたことにより、依頼を受けてから

出動までの時間を短縮することができた。また、地域との協力関係築くことができた。

主な成果

平成20年に設立された岩手県立大学学生ボランティアセンターは、学生により、川前地区

を対象とした「川前パトロール隊」を立ち上げ、高齢者世帯や障がい者世帯の除雪支援活

動（スノーバスターズ）を行ってきた。

スコップ、防寒具等の除雪道具の不足、参加学生の不足等の事情により、除雪支援が必

要な方のニーズに対して迅速に対応することができていない状況であった。

きっかけ

参加協力体制

スノーバスターズの活動



ポイント

事例⑤

・除雪ボランティアセンター設立２年目の挑戦

・センター開所式、リーダー研修会、共通ジャンパー等でセンターの取組を周知

山形県
米沢市

米沢市社会福祉協議会除雪ボランティアセンター
〔活動地域：米沢市〕

山形県米沢市 人 口：86,010人（増減率：-3.8％）
世帯数：32,991世帯（増減率：-0.1％）

※平成27年国勢調査（速報値）、増減率＝（Ｈ27の値－Ｈ22の値）÷Ｈ22の値

米沢市社会福祉協議会では、平成25年度に「米沢市災害ボランティアセンター設置・運営

マニュアル」を策定。平成26年度より「除雪ボランティアセンター」を立ち上げ、高齢者や障

害者世帯等への除雪ボランティアの派遣を行っている。

昨年は除雪希望者が多数存在する一方で、センターの存在を知らない者も多く、また除雪

ボランティアの人員も不足しており、センターの周知と担い手の育成・確保が課題であった。

実施主体

自治体

きっかけ

前年度の利用世帯を事前に訪問し、除雪支援のニーズと降雪前の現場の状況を確認した。

除雪ボランティアリーダー研修会、センターの開所式、閉所式を開催。山形大学工学部の

学生や地元ボランティア等の参加を得て、情報交換や交流も進んだ。

地域住民への周知とボランティアのモチベーションの向上を目的として、ジャンパーを制作

した（ロゴ入りウインドブレーカー150着）。

取組内容

事前の利用世帯訪問によって、段差や水路などの危険箇所を把握でき、活動時の安全意

識が向上した。

活動の周知の機会を増やすことにより、住民への理解が進んだ。また、やまがた除雪志隊

（山形県）を活用して募集を行うことにより、県内外からのボランティアの増員につながった。

主な成果

除雪ボランティアリーダー研修会

活用した山形県の募集

米沢市除雪ボランティアセンター

利用世帯への事前訪問 制作したジャンパー

除雪ボランティアセンター開所式

除雪活動



ポイント

日向ささえあい除雪ボランティア 事例⑥
山形県
酒田市

日向コミュニティ振興会
〔活動地域：酒田市日向地区〕

山形県酒田市 人 口：106,267人（増減率：-4.4％）
世帯数：39,308世帯（増減率：0.9％）

※平成27年国勢調査（速報値）、増減率＝（Ｈ27の値－Ｈ22の値）÷Ｈ22の値

実施主体

自治体

日向地区の人口は約1千人。65歳以上の人口割合は4割強で、特別豪雪地帯にも位置し

ており、酒田市内では高齢化率が3番目に高く、また群を抜いた積雪量のある地域である。

過疎化と高齢化の進展に伴い、地域住民だけでは十分な除雪作業をすることが難しくなっ

てきており、地域住民とボランティアが一緒に除雪作業を行う「日向ささえあい除雪ボラン

ティア」を平成24年度から試験的に実施している。

きっかけ

地域支え合い活動実行委員会を計４回開催し、対象世帯の選定、除雪ボランティア

の作業内容等について検討を行った。

降雪前に対象世帯を訪問し、住民に説明するとともに、作業現場を確認した。

２回の除雪ボランティア活動を実施し、１回目は123名、２回目は143名の参加があった。

除雪作業後は昼食交流会を開き、地域間・世代間の交流を図った。

取組内容

例年課題としていた「対象世帯の基準づくり」に対し、基準を作らずすべての対象世帯に対

応できたことで自信が生まれた。

除雪ボランティアの受入や昼食交流会を通して、高齢者とボランティア、市街地と中山間

地、世代間における交流の機会をつくることができ、地域の受援力も向上した。

新たな団体や地元企業などが参加するなど、活動の輪が広がった。

主な成果

降雪前の訪問・現地確認

・少雪地域のボランティアが、多雪地域の高齢世帯の除雪を担う広域交流の取組

・今冬は2回開催。いずれも100名以上が参加。除雪活動後は地元住民とボラン
ティアとの交流会が開催

募集チラシ 実行委員会

除雪ボランティア活動と昼食交流会



ポイント

雪対策懇談会 事例⑦

・住民座談会やアンケート調査で地区別の除雪問題を把握。その結果を踏まえて
「雪対策基本計画」の策定に着手

・座談会で出された住民要望に対応するため、今冬「雪処理支援隊」を設置

福島県
西会津町

西会津町
〔活動地域：西会津町〕

福島県西会津町 人 口：6,583人（増減率：-10.6％）
世帯数：2,531世帯（増減率：-4.6％）

※平成27年国勢調査（速報値）、増減率＝（Ｈ27の値－Ｈ22の値）÷Ｈ22の値

西会津町は高齢化により、特に農村地区において、高齢者の独り暮らし、高齢者のみ世

帯の増加が著しい。また、雪捨て場が不足している。

町全体としては、社会福祉協議会で単発的な除雪ボランティアを実施しているが、対象地

区、対象者の考え方や実施時期、実施方法など見直しが必要となっている。

実施主体

自治体

きっかけ

町民・自治会長アンケートを実施し、自治区の問題・課題、ニーズを把握した。

町政懇談会の制度ができてから５年が経過するが、１度も開催されてこなかった野沢町内

で雪対策懇談会３回開催した。

連坦地区の住民が抱える雪処理の問題や独居高齢者等の雪処理等の問題を解決するた

め、雪処理支援隊を設置し、４名を採用した。

現行の雪対策計画を見直すため、雪対策基本計画策定委員会を設置して検討を開始し

た。また内部検討組織として庁内横断的な雪対策部会を役場内に設置した。

取組内容
雪対策懇談会雪処理支援隊による活動

雪処理に関する課題の対応策を検討するための庁内横断的体制を整備。また、雪対策基

本計画策定委員会を設置し、住民参加による自助・共助・公助の視点にたった計画づくり

に着手することができた。

座談会により直接住民への町の取組を説明でき、積極的な町の姿勢を示すことができた。

主な成果

購入した除雪機材

雪対策基本計画策定委員会

実施体制



ポイント

平成25年度より、冬期間の登下校における児童の安全確保とボランティア活動の活性化

を目的に、冬期の見守り事業を継続的に実施してきた。

活動は徐々に浸透してきているが、各団体の代表者からの理解、参加は得られても、その

構成員までは伝わらず、地域住民や保護者の参加者も限定的となっている。

これまでの活動地区以外では理解・協力が得られておらず、活動の周知と拡大のため、全

町的な新しい展開が課題となっていた。

通学路・スノーパトロール 事例⑧

・ＰＴＡ、青年会議所、自治会等で実行委員会を組織。冬の通学路を定期的に点検

・今冬は全ての通学バス停にボランティア用のスコップを配備。全町的なボラン
ティア意識の浸透を図る

福島県
会津坂下町

特定非営利活動法人市民活動支援組織NIVO
〔活動地域：会津坂下町〕

福島県会津坂下町 人 口：16,320人（増減率：-6.0％）
世帯数：5,381世帯（増減率：0.2％）

※平成27年国勢調査（速報値）、増減率＝（Ｈ27の値－Ｈ22の値）÷Ｈ22の値

実施主体

自治体

きっかけ

実行委員会を定期的に開催（計９回）するとともに、ボランティアの募集、通学路のパト

ロール、広報、講演会、小型除雪機安全講習会を行った。

新しい取組として、会津坂下町内全ての通学バス停に「ちょぼらスコップ（※）」を配備し、

誰もが気軽に除雪ボランティアができる環境づくりを行った。

参加世代の拡大に向けて、子ども・親子向けの交流イベントを開催した。

取組内容

通学バス停へのスコップ配備により、広範囲に活動を周知・アピールすることができた。

新たな協力団体を獲得できた（４団体）。また、会津大学生らの有志の活動（スマホアプリ
「雪の見える化」開発）と連携することにより、新しい方向性を見出すことができた。

主な成果

大学生らとの連携

通学バス停へのスコップ配備（愛のヒトかき運動）

小型除雪機安全講習会
交流イベント

「みんなでワイワイ！雪わっさ2015」

※ちょぼら・・・ちょっとしたボランティアの略



ポイント

上州雪かき道場 事例⑨

・村の除雪ボランティア組織「片品スノーバスターズ」を受け皿として「雪かき道
場」を北関東で初開催。参加者への雪かき技術を伝承

・主催者から運営ノウハウの提供を受け、次年度以降の自立化を目指す

群馬県
片品村

社会福祉法人 片品村社会福祉協議会
〔活動地域：片品村〕

群馬県片品村 人 口：4,390人（増減率：-10.5％）
世帯数：1,558世帯（増減率：-7.1％）

※平成27年国勢調査（速報値）、増減率＝（Ｈ27の値－Ｈ22の値）÷Ｈ22の値

実施主体

自治体

越後雪かき道場を視察し、運営のノウハウを学んだ。

スノーダンプ、スコップ等の資機材を充実させ、オリジナル帽子を制作・配布し、参加者の

一体感を高めるとともに、除雪安全の啓発を行った。

越後雪かき道場の協力を得て、上州雪かき道場（雪かき体験コース、小型除雪機コース）

を開催した。当日参加者41名、スタッフ24名、報道7名。

取組内容

地域住民、村外による支援者により、大雪災害時の支援について検討・確認を行いながら、

関東初「上州雪かき道場」を開催した。

参加者の多数から「来年も参加したい」との声が寄せられ、雪かきのノウハウだけでなく、

地域住民との交流の場としても提供できた。

主な成果

募集チラシ

片品村社会福祉協議会では、平成20年度にスノーバスターズ（除雪ボランティア）を開始し、

地域内の高齢者世帯の見守りや除雪支援等を行っている。

平成26年度は資機材を充実させるとともに、「片品雪かき体験会」を開催し、約30名の参

加者を得て、雪かきボランティア受け入れ体制の整備に着手した。

これらの成果をもとに、片品スノーバスターズの更なる組織強化と、地域外からのボラン

ティアの受入体制の充実が課題となっている。

きっかけ

上州雪かき道場案内 上州雪かき道場を開催

雪かき道場開催団体の公認



ポイント

越後雪かき道場® 事例⑩

・１０年間の活動で蓄積された除雪救援・除雪安全のノウハウを全国に還元

・除雪リーダーの養成、“暖簾分け”による後進地域の育成、命綱取りつけアンカー
の普及等

新潟県他

特定非営利活動法人中越防災フロンティア
〔活動地域：新潟県他〕

新潟県長岡市 人 口：275,246人（増減率：-2.6％）
世帯数：100,320世帯（増減率：1.6％）

※平成27年国勢調査（速報値）、増減率＝（Ｈ27の値－Ｈ22の値）÷Ｈ22の値

実施主体

自治体

越後雪かき道場の上級コースとして、除雪リーダー養成を行うとともに、一定の要件満たし

た団体を越後雪かき道場開催団体として認定する「暖簾分け」を進めた。

雪下ろし研究会を通じて、安全・安価で使いやすいアンカーの開発と普及を継続した。

除雪安全の普及を加速するためのシンポジウムとアンカー見学ツアーを開催した。

取組内容

２団体（新潟県十日町市池谷地区、群馬県片品村）に対して暖簾分けを行うことができ、雪

かき道場の開催拠点（除雪安全・除雪安心の拠点）が増えた。

様々な屋根の材質や構造に対応したアンカーを研究し、新潟県雪対策室と連携して、県

のWebサイトから情報発信を行うことで、施工事例拡大の道筋を作ることができた。

主な成果

募集チラシ

越後雪かき道場®は、平成18年豪雪の経験を教訓とし、雪処理の担い手育成のため、平

成19年１月に開設。現在10シーズンが終了し、約1,300の修了生を輩出している。

近年は、除雪作業の安全確保に重点的に取り組んでおり、新潟県及び山形県を中心に雪

下ろし転落防止のための安全帯講習を展開している。

 10年目を迎え、越後雪かき道場が築き上げてきたノウハウの普及が求められている。

きっかけ

除雪リーダー養成（上級コース）

雪下ろし安全研究会

群馬県片品村 暖簾分け完了 長野市鬼無里 暖簾分け候補

新潟県HP

シンポジウムとアンカー見学ツアー
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事
例
①

道内企業ＣＳＲ除雪
一般社団法人
北海道開発技術センター

北海道
三笠市他

○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｈ27

一般社団法人
北海道開発技術センター
調査研究部
011-738-3363

事
例
②

かみふらの
スノーバスターズ

社会福祉法人
上富良野町社会福祉協議会

北海道
上富良野町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｈ5
社会福祉法人
上富良野町社会福祉協議会
0167-45-3505

事
例
③

上の山
まごころ除雪隊

滝沢市上の山自治会
岩手県
滝沢市

○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｈ26
滝沢市上の山自治会
019-687-3334

事
例
④

川前ＳＳＢ
（Students Snow Busters）

岩手県立大学
学生ボランティアセンター

岩手県
滝沢市

○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｈ20
岩手県立大学
学生ボランティアセンター
019-694-2835

事
例
⑤

米沢市
除雪ボランティア
センター

社会福祉法人
米沢市社会福祉協議会

山形県
米沢市

○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｈ26
社会福祉法人
米沢市社会福祉協議会
0238-24-7881

事
例
⑥

日向ささえあい
除雪ボランティア

日向コミュニティ振興会
山形県
酒田市

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｈ24
日向コミュニティ振興会
0234-64-4913

事
例
⑦

雪対策座談会 西会津町
福島県

西会津町
○ ○ ○ Ｈ27

西会津町企画情報課
0241-45-4536

事
例
⑧

通学路
・スノーパトロール

特定非営利活動法人
市民活動支援組織ＮＩＶＯ

福島県
会津坂下町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｈ25
特定非営利活動法人
市民活動支援組織ＮＩＶＯ
0242-84-2135

事
例
⑨

上州雪かき道場
社会福祉法人
片品村社会福祉協議会

群馬県
片品村

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｈ20
社会福祉法人
片品村社会福祉協議会
0278-58-4812

事
例
⑩

越後雪かき道場®
特定非営利活動法人
中越防災フロンティア

新潟県他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｈ18
特定非営利活動法人
中越防災フロンティア
0258-59-2308
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